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1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 7,478 6.1 1,179 △31.1 859 △32.9

2019年3月期第3四半期 7,047 △4.7 1,712 7.6 1,282 12.6

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　2,386百万円 （―％） 2019年3月期第3四半期　　△2,851百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 158.30 ―

2019年3月期第3四半期 236.20 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 516,877 37,990 7.1

2019年3月期 511,850 35,871 6.8

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 37,198百万円 2019年3月期 35,106百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

2020年3月期 ― 25.00 ―

2020年3月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,050 △47.3 800 △43.4 147.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 5,444,400 株 2019年3月期 5,444,400 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 11,420 株 2019年3月期 13,345 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 5,432,261 株 2019年3月期3Q 5,431,350 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、Ｐ．２「（３）連結業績予想に関する定性的情
報」をご覧ください。
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期（2019 年４月１日～2019 年 12 月 31 日）の連結経営成績については、経常収益は、資金運

用収益及び有価証券売却益が増加したこと等から、前年同期比 431百万円増加して 7,478 百万円となりまし

た。一方、経常費用は、営業経費及び有価証券売却損が増加したこと等から、前年同期比 964百万円増加し

て 6,299 百万円となりました。この結果、経常利益は前年同期比 532 百万円減少して 1,179 百万円となり、

これに特別損失、法人税等を加減した親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比 422百万円減少して

859百万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期の連結財政状態については、預金は引続き地域に密着した営業基盤の拡充に努め、個人預金

及び法人預金が増加したことから、前連結会計年度末比 15,985 百万円増加し、当第３四半期連結会計期間

末残高は 469,157百万円となりました。貸出金は、事業性貸出金が増加したことから、前連結会計年度末比

9,018 百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末残高は 326,919百万円となりました。有価証券は、金利

リスクに配意するとともに安定収益と流動性確保を目的に資金の効率的な運用に努めた結果、前連結会計年

度末比 3,457百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末残高は 132,181百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益は、2019 年５月 14 日に公

表した 2020 年３月期の連結業績予想を上回っておりますが、今後の景気動向など経営環境を見極める必要

があることから、現時点において業績予想の変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

現金預け金 42,142 39,384

有価証券 135,638 132,181

貸出金 317,901 326,919

外国為替 668 587

リース債権及びリース投資資産 3,184 3,337

その他資産 6,030 6,065

有形固定資産 7,278 9,343

無形固定資産 285 319

退職給付に係る資産 480 499

繰延税金資産 27 27

支払承諾見返 1,609 1,303

貸倒引当金 △3,396 △3,092

資産の部合計 511,850 516,877

負債の部

預金 453,172 469,157

コールマネー及び売渡手形 13,500 ―

借用金 1,899 2,077

外国為替 ― 0

その他負債 1,399 1,480

賞与引当金 102 ―

退職給付に係る負債 457 441

役員退職慰労引当金 8 1

睡眠預金払戻損失引当金 28 30

偶発損失引当金 90 93

繰延税金負債 3,188 3,777

再評価に係る繰延税金負債 522 522

支払承諾 1,609 1,303

負債の部合計 475,979 478,886

純資産の部

資本金 6,730 6,730

資本剰余金 6,244 6,244

利益剰余金 11,994 12,580

自己株式 △47 △38

株主資本合計 24,923 25,517

その他有価証券評価差額金 9,042 10,548

土地再評価差額金 1,110 1,110

退職給付に係る調整累計額 29 21

その他の包括利益累計額合計 10,183 11,680

非支配株主持分 764 791

純資産の部合計 35,871 37,990

負債及び純資産の部合計 511,850 516,877
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

経常収益 7,047 7,478

資金運用収益 4,208 4,379

（うち貸出金利息） 2,425 2,395

（うち有価証券利息配当金） 1,757 1,957

役務取引等収益 968 1,012

その他業務収益 1,251 1,279

その他経常収益 618 807

経常費用 5,334 6,299

資金調達費用 61 52

（うち預金利息） 56 45

役務取引等費用 328 321

その他業務費用 1,180 1,177

営業経費 3,716 4,269

その他経常費用 46 477

経常利益 1,712 1,179

特別利益 ― ―

特別損失 5 1

固定資産処分損 5 1

税金等調整前四半期純利益 1,707 1,178

法人税、住民税及び事業税 388 350

法人税等調整額 11 △60

法人税等合計 400 290

四半期純利益 1,306 888

非支配株主に帰属する四半期純利益 23 28

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,282 859
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

四半期純利益 1,306 888

その他の包括利益 △4,157 1,497

その他有価証券評価差額金 △4,144 1,506

退職給付に係る調整額 △13 △8

四半期包括利益 △2,851 2,386

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,873 2,357

非支配株主に係る四半期包括利益 22 28
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 (3) 継続企業の前提に関する注記 

     該当事項はありません。 

 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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（１） 2020年３月期第３四半期　損益の状況（単体）

（単位：百万円）

1 6,193 408 5,784

2 5,012 260 4,751

3 4,342 178 4,164

4 661 51 610  

5 7 30 △ 23

うち国債等債券損益(5勘定尻)① 6 ― 31 △ 31

7 4,226 542 3,684

8 785 △ 282 1,067

9 785 △ 313 1,099

10 427 △ 421 848

11 61 61 ―

12 724 △ 343 1,067

13 385 △ 199 585

14 23 23 ―

15 ― △ 111 111

（貸倒償却引当費用③＋④－⑤） 16 85 197 △ 111

17 339 △ 99 439

18 1,109 △ 543 1,653 1,000

19 △ 1 3 △ 4

20 1,108 △ 539 1,648

21 345 △ 36 381

22 △ 60 △ 72 11

23 284 △ 108 393

24 823 △ 430 1,254 750

(注)　コア業務純益は、「業務純益」－「国債等債券損益（5勘定尻）」＋「一般貸倒引当金繰入額」です。

法人税等合計

四半期純利益

経常利益

特別損益

税引前四半期純利益

法人税、住民税及び事業税

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）　　②

うち株式等関係損益

うち不良債権処理額④

コア業務純益（除く投信解約損益）

うち貸倒引当金戻入益⑤

法人税等調整額

業務純益

臨時損益

その他業務利益

2020年３月期
通期公表値

（12ヵ月間）
前年同期比

（A）－（B）

経常収益

経費（除く臨時処理分）

３．2020年３月期　第３四半期決算短信 説明資料

2020年３月期
 第３四半期

（A）
(９ヵ月間)

2019年３月期
 第３四半期

（B）
(９ヵ月間)

コア業務純益　　　　　　　　　　②－①

一般貸倒引当金繰入額③

業務粗利益

資金利益

役務取引等利益

○コア業務純益は、資金利益および役務取引等利益が増加した一方、新本店に係る費用として経費が増加したこと
から、前年同期比313百万円減少し、785百万円となりました。
○経常利益は、コア業務純益の減少を主因に、前年同期比543百万円減少し、1,109百万円となりました。
○四半期純利益は、前年同期比430百万円減少し、823百万円となりました。
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（２）「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）

(単位：百万円) （参考）(単位：百万円)

3,630 3,556

3,560 2,965

1,325 1,711

8,516 8,232

2.56% 2.62%

(注)　上記の2019年12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に

　　規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。

　　　また、各開示区分の計数は2019年12月末時点での当行の定める自己査定基準に基づく債務者区分を基

　　に集計しております。

　　　なお、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」と認められる金額のうち、無価値と認められる部分に

　　ついては直接償却相当額として当該金額を減額しております。

　　　※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

　　　　　　　　　　　　　　危険債権（破綻懸念先の債権）

　　　　　　　　　　　　　　要管理債権（要注意先のうち、利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条件を緩和している債権）

（３）自己資本比率（国内基準）

（参考）

連結自己資本比率 8.2％ 程度 ％

(注)　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

8,506

2019年12月末 2018年12月末 2019年９月末

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 3,638

 総与信残高に占める割合 2.60%

2020年３月末（予想値） 2019年９月末（実績）

8.77

 危険債権 3,450

 要管理債権 1,416

合　　計

○金融再生法ベースの開示債権は前年同期末比283百万円増加し、8,516百万円となりました。総与信残高に占め

る比率は2.56％と、前年同期末と比べ0.06％低下しております。

○2020年３月末の連結自己資本比率（予想値）は8.2％程度と予想しております。
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（４）時価のある有価証券の評価差額（単体）

○評価差額

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

(注)　1.　各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額（償却原価適用後、減

　　　　損処理後）と時価との差額を計上しております。

　　　2.　満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、子会社・関連会社株式で時価のある

　　　　ものは該当ありません。

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

（５）デリバティブ取引（単体）

　①金利関連取引　　該当ありません。

　②通貨関連取引

 (単位：百万円) （参考）  (単位：百万円)

― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ―

(注)　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　③株式関連取引　　該当ありません。

　④債券関連取引　　該当ありません。

　⑤商品関連取引　　該当ありません。

　⑥クレジットデリバティブ取引　　該当ありません。

種　類

通貨先物

通貨スワップ

為替予約

通貨オプション

2019年12月末

時価 評価損益

満期保有
目的の債券

58 00

―

時価契約額等 評価損益

2019年９月末2018年12月末

時価契約額等

83 △0 △0 246

区
分

金
融
商
品

取
引
所

店
頭

評価損益 契約額等

0 170 0

2 2

0179 0 0

うち益

164 0 0 0

帳簿
価額

帳簿
価額 うち益 うち損

2019年９月末

含み損益 含み損益 含み損益帳簿
価額うち損 うち益 うち損

2019年12月末 2018年12月末

その他有価証券

その他

債　券

株　式

39,152 5,437 5,686 249

2019年９月末2018年12月末2019年12月末

評価差額時価評価差額時価評価差額時価

うち損うち益 うち損うち益うち損うち益

4,455 4,875 42037,717 2,324 3,137 813 37,674

8,823 1,311

70,249 2,682 2,706 2476,014 2,608 2,633 25

18,562 4,786 6,545 1,758

70,571 2,197 2,229 31

20,906 7,512

1,59216,74015,147130,630 2,59712,3169,719132,295 2,06115,57013,508127,688

7,988 1,61719,764 6,370

○時価のある有価証券の評価差額は前年同期末比5,427百万円増加し、15,147百万円の評価益となりました。
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（６）預金・貸出金等の残高（単体）

①預金・貸出金の残高

(単位：百万円) （参考）　　  (単位：百万円)

469,821 451,659 456,964

う ち 個 人 預 金 345,670 342,496 341,352

327,828 309,641 322,388

うち個人ローン 47,114 48,167 47,593

②預かり資産残高

(単位：百万円) （参考）　　  (単位：百万円)

10,723 10,584 10,870

408 466 429

投 資 信 託

国 債

預 金

貸 出 金

2019年12月末

2019年12月末 2018年12月末 2019年９月末

2018年12月末 2019年９月末

○預金は、法人預金や個人預金が増加したことから、前年同期末比18,161百万円増加し、469,821百万円と
なりました。
○貸出金は、事業性貸出金が増加したことから、前年同期末比18,187百万円増加し、327,828百万円となり
ました。
○預かり資産は、投資信託が10,723百万円（前年同期末比139百万円増加）、国債が408百万円（前年同期末
比58百万円減少）となりました。
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